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被
災
地
の
見
回
り
・
救
助
の
開
始

、
消

防
団
と
そ
の
Ｏ
Ｂ
約
千
人

（
町
人
口
の

約
十
分
の
一

）
が
活
動
し
た

。

　
近
所
の
人
は
誰
が
ど
の
部
屋
で
寝
て

い
る
か
ま
で
知

っ
て
い
た

。

・
瓦
礫

、
土
砂
に
埋
ま

っ
た
人
・
救
出

さ
れ
て
運
び
出
さ
れ
る
人
な
ど

、
一
般

報
道
で
は
見
ら
れ
な
い
震
災
直
後
の
リ

ア
ル
な
映
像
を
観
ま
し
た

。

　
五
時
四
十
六
分
　
地
震
発
生

　
三
月
十
四
日
　
内
部
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て

、

内
部
地
区
自
主
防
災
協
議

会
主
催
に
よ
る

「
内
部

地
区
防
災
研
修
会

」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た

。

　
講
師
は

、
北
淡
震
災
公

園
 

総
支
配
人
の
米
山
正

幸
さ
ん
で

、
出
席
者
は
約

七
十
人
で
し
た

。

予
測
が
さ
れ
て
い
る

。
今
回
の
研
修
会

で

、
災
害
の
実
態
を
学
び

、
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
こ
と
を
強
く
認
識
し

、

地
域
減
災
の
取
り
組
み
と

、
一
人
で
も

多
く
の
人
の
命
が
救
助
で
き
る
仕
組
み

作
り
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い

。

」

自
主
防
う
つ
べ

　

「
ド
カ

ン
・
ガ
ー

ン
地
震

や
！

」
頭

の
中
は
真

白
で
耐
え

る

。
・
壊

滅
し
た
街

の
様
子
・

倒
壊
し
た

屋
根
に

登

っ
て
救

助
す
る
人

　
十
三
時
　
生
き
埋
め
者
三
百
人

、
全

員
を
救
出
し

、
十
七
時
ま
で
に
行
方
不

明
者
ゼ
ロ
を
確
認
し
た

。

　
自
治
会
役
員
の
役
割

（
安
否
確
認

、

長
期
化
す
る
避
難
所
生
活
対
策

、
各
種

事
務
処
理
・
・

）
、
避
難
所
運
営
管
理

要
領

（
人
は
数
日
経
過
す
る
と
自
己
主

張
が
強
く
な
る

。
役
割
分
担
と
公
平
性

が
保
て
る
仕
組
み
作
り
・
・

）
、
減
災

は
で
き
る

（
自
分
の
眼
で
街
を
観
る

。

災
害
弱
者
名
簿
と
マ

ッ
プ

。
ダ
イ
ヤ
ル

一
七
一
の
活
用

、
足
を
怪
我
す
る
と
動

け
な
く
な
り
命
を
お
と
す

。
・
・

）

等

、
大
震
災
の
体
験
か
ら
の
話
を
聞
き

ま
し
た

。

阪
神
淡
路
大
震
災
の

震
源
地

。
淡
路
島
旧
北
淡
町
地
内
の
活

断
層
で
あ
る
野
島
断
層
が
動
い
た
こ
と

に
よ
り
大
震
災
が
発
生
し
た

。
地
面
の

ズ
レ
・
地
割
れ
は
十
キ
ロ
に
わ
た

っ
て

現
れ
た

。
天
然
記
念
物
に
指
定

。

　
研
修
会
は

、
安
藤
教
育

訓
練
部
長
の
司
会
で
進
め

ら
れ

、
東
川
会
長
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た

。

　
東
川
会
長
挨
拶
要
旨

　

「
こ
の
地
域
は
大
き
な

災
害
を
体
験
し
て
い
な
い

が

、
三
十
年
以
内
に
南
海

ト
ラ
フ
大
地
震
発
生
の

教
訓
＝
隣
近
所
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
の
大
切
さ

（
顔
の
見
え
る
関
係

作
り

）
、
防
災
意
識
の
重
要
さ

（
備

え

、
訓

練

、
命
を

ど
う
や

っ

て
守
る

か

）
、
家

屋
の
耐
震

化

、
情
報

伝
達
方
法

の
確
立

、

災
害
に
強

い
街
創

り

。

　
六
時
三
十
分
　
災
害
対
策
本
部
設
置

野
島
断
層
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